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放牧牛の生理1生態に関する研究
皿一13 Beat㎜eter法によって測定した原野放牧和牛のエネノレギー消

費量の季節的変化※

加藤正信※※⑧春本 直※※1青木晋平※※※

M1asanobu　KAT0，Tad．ash1HARUM0T0and．Sh1mpe1A0KI

Phys1o1og1ca1and－Eco1og1ca1Stu－d1es　on　the　Grazmg　Catt1e

　　皿一13Seasona1Changes1n　Energy　Expend1ture　of

　　　　Graz1ng　Japanese　B1ack　Breed　cows　measured－

　　　　　　　　　　by　Beat血eter　Method一

Tab1e／．Catt1e　on　experiment

Cow
No。

1

2

Date
of　Birth

Apr．　／，〆55

Nov二　／／，　156

A・・1・…
（yrs。）　of　Mating

／0

8

Feb．　23，　’65

Apr．12，165

Or1gma1
Body
Weight

345k＆

39／

Tab1e2　Meteo1og1ca1data　durmg　exper1menta1
　　　　periods

Air 
tem perature 

Relative 
Date Weather humidity 

max. 
llilin. (AV. ) 

oc oc 
o
.
~
 

24-25, May. cloudy 22 . 4 15.6 76 

10 11,June cloudy 26 . 5 11.c 8c 

14 15,July cloudy 28 . o 2c . 5 76 

18 19,Aug. f ine 50 . 5 25 . c 67 

1 1 12, Sept. f ine 19.5 15.5 8c 

20-21 , Oct. f ine 16.2 lc.8 85 

　　　　　　　　緒　　　　　言

　著者らはこれまでにラ春放牧，夏放牧および秋放牧時

における和牛のエネルギー消費量について研究してき

た（5）■（10）．しかし，実験の都度供試牛も牧野も異なって

おり，季節的にエネノレギー消費量がどのように変化する

かを適確につかむことができなかった苗また夏放牧を行

なわない慣習となっている当地方において，果して夏放

牧が不利な結果を招くものかどうかも疑わしい。

　同一の和牛を同じ放牧地に春から秋まで連続して終日

放牧し，気象条件・野草の変化・害虫などにより，同一

の和牛におけるエネルギー消費量がどのように変化する

か，また原野への放牧期問は当地方では一体いつごろか

らいつごろまでが合理的な期問であるかを解明する目的

で本研究を行なった．

　　　　　　　　試　験　方　法

　1．放牧地の概況：三瓶山北の原共同放牧場（標高約

480皿，面積約300ha）で，植生上ではソハ型　灌木型の

両者にまたがっている。地勢その他の詳細については既

に報告した（1）。

　2　供試家畜　供試牛は本学付属三瓶農場けい養の黒

毛和種成雌牛のうちから2頭を選んだ何これらの2頭は

毎年放牧してきた和牛で，年令はやや進んでいるが，栄

養状態よく，子付きでない妊牛で，種付月日も似てい

た。供試した和牛の詳細は第／表のとおりである。

　3．試験期間および気象条件：／％5年5月24日より／0

月2／日の間に毎月／回，24時間の試験を行なった。試験

Fi＆／． Cows　equipPed　with　beatmeter

※　1966年4月　日本畜産学会大会において講演

※※　畜産学研究室

　　現高知大学慶学部
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　Tab1e3．　Representatwe∀a1ues　of　heart　rate　of　cows1n　grazmg　for皿（beats／㎜1n）

012　34　5　67　8　910u12131415161718192021222324
I I

I
nI lV Y 皿

Nα1 77．9士2．3a 81．9±5．Oa 77．6士1．8b 76．2土2．5b 83．5±4．2c 80．6土3．1c

No．2 79．5±2．4d 78．0土3．7d

一
82．4±2．3 83．3士3．9e 81．4土3．7e

N〇一1 79．9士4．2 76．9±2．2 82，9±4．0

I n ㎜

No．2 78．2土3．3 82．4±2．3 83．3±3．9

＊Va1ues　w1比他e　sa㎜e　supe鵡cr1pt　are皿ot　s1g皿1f1cantIy　d雌erent　on　the1％1eマe1。

中の気象概況を表示すると第2表のとおりである。

4　心拍数の測定および発生熱量の推定法　心拍数の測

定はspeaker付きのbeatmeterを第／図のように供試

牛に装着し，原則として心拍数30を数えるに要する時間

を1／10秒まで読みとりラ1分間値に換算した唖心拍数は

同一和牛の同じ行動形においても，1昼夜のうちには帯

刻によってかなり変動するように思われるので，今回は

24時間を第3表のように6期に分け，各行動形の心拍数

を各期それぞれ50回ずつ（移動・術程・飲水形は／5回

ずつ1）測定して平均値と標準煽差を算出した．

　最も主要な行動形である採食形について，6月の測定

値を用いて，相隣れる各期の数値間の有意差検定を行な

った．検定の結果，第皿幼と第皿期，第IV’期と第V期，

　　　　　　　G醐別ηg　　　　　　　　　　　　Stal1dmg　Rummat1o匝

50

5．6

第VI期と第工期の問には有意差がないことがわかったの

で（P＜0．01），改めて第3表下欄のように1昼夜間を

3期，すなわち第I期（0～8時），第皿期（8～16時），

第皿期（16～24時）に分け変え，各期別各行動形別に心

拍数の平均値と標準偏差を算出し直した、ただし移動・

循程・飲水の3行動形については3期に分けずに24時間

中の心拍数全測定値から，平均値および標準偏差を算出

した。

　つぎに期別，行動形別に得られた必拍数の平均値（代

表心拍数）Xと，beat㎜eter用回帰式Y：0042X－／766

（3）とから，各期別各行動形別に供試牛の体重1k91時

間当りの発生熱量Yを算出し，別に行なった行動調査で

得た各期別の各行動形所要時問を乗じて，体重1k9／

　Lymg　Rumm批10n
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Fig．2． Seasonal　changes　ln　heart　rates　of　cows1皿each　behav1or
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F1g3　　亘eat　pro曲ct1on　of　cows1n　eacb

　　behavior　dur三ng　a　day

目当りの各行動形別発生熱量を求め，これらを総計して

放牧和牛の体重／k91日当りの発生熱量と考えた。

　　　　　　　試験緒果およぴ考察

1．各行動別心拍数

　各行動形の心拍数測定値（移動・妨僅・飲水形以外の

主要行動形については、いずれも100回測定した）の平

均値と1昼夜間の変動範囲を月別，個体別に一括して図

示すると第2図のようになる。測定数の少なかった欽水

形は図示せずラまた荷僅形でも測定数の少ない場合は変

異係数を算出しなかった纈第2図によると，各行動形と

も心拍数にはかなりの変異があり，動的行動形ではとく

Tab1e4　T1㎜e　ana　energy　spent　for　grazmg　and一τu㎜maton　d．岨1皿g　a　day，and　ru㎜1na亡10n

　　　　to　graz1ng　rat1os　for　t1茗皿e　and　energy

Time spent Time spent R. T. Energy spent Energy spent 
Month for grazing for rumination for grazing for rumination 

R. E. 

(G. T.) (R.T. ) G. T. (G. E. ) ~R. E.) e. E. 

nrin. min. 
O
l
 
I
~
)
 May 

Cal/kg Cal/kg 
o
.
~
 

510 590 76 . 5 15.0 5.4 4i .5 

June 512 465 90 . 8 16~.8 8.c 57 . 6 

July 589 442 115.6 11 .7 7.9 67.0 
A ug. 52 8 447 156.5 9.4 9.9 '1 04 . 8 

Se pt. 641 438 68 . 5 16.2 8.1 49 . 8 

Oct. 654 586 60.9 I0.2 4.5 44 . 4 

％

に変異が大きく芽移動形における心拍数は最高約／27，

最低約ア0で，変異係数は9．0～1／．3％と最も大きい、荷

僅形は心拍数55～104で，変異係数6．4～8．7％でこれに

次ぎ，採食形も心拍数55～％，変異係数4．3～7．2％と大

きい、これに対して横臥している行動形は心拍数の変動

はせいぜい30であり，変異係数も反すう時で3．2～5．4％

体息時では4．／～6．3％と小さい軸

　つぎに季節による変化をみると，各行動形とも5月か

ら9月に至るまでには大した変化は認められないが，夏

季には心拍数がやや高くなる傾向があり，秋季とくに／0

月下旬になると，どの行動形においても穿心拍数が急減

しているのが目立っている、これらにはサシバエ・アブ

などの害虫ヲ草生の急激な悪化，運動強度の差などがお

もに原因しているものと考えられる。またどの行動形に

おいても、筆者らが植林地放牧和牛で得た測定値（10）よ

りも若干低い心拍数を示しているが，供試牛が老令で放

牧経験にとんでいることと，地形が植林地ほど険しくな

いためと考える。

　なお，1昼夜間の期別心拍数は各行動形とも，またど

の月でも，第工期（0～8時）の深夜から早朝にかけて

が低く，第皿期（／6～24時）の夕方から深夜にかけて高

い傾向が認められたが，これは生理的にみて当然と考え

られる。

2．体重は冨1時聞当りの発生熱量

　各行動形別，個体別，月別，期別にみると争採食形で

は／号牛／0月第／期の0．82Ca1が最小で，2号牛7月

第皿期の／．87Ca1が最大であり，9月・／0月を除けば／．7

～／．8Ca1が普通のようである。仔立反すう形では1号

牛／0月第工期の0．52Ca1が最小で，同牛8月第皿期の

／．38Ca1が最大であり，とくに小さい／0月を除けば普通

／．／～1．3Ca1である、横臥反すう形では最小は／号牛／0

月第工期の0．54Ca1，最大は同牛8月第皿期の／．2Ca1で，

とくに小さい10月を除けば普通0．8～1．0Ca1である、

侍立休息形の最小も／号牛／0月第工期の0．4Ca1で最大

も同牛8月第皿期の／．3Calであり，0．8～／．0Ca1が普

通である。最も静的な横臥休息形では／号牛10月第／期

の0．4Ca1が最小，同牛9月第皿期の／．1Ca1が最大で，

普通0．7～0．9Ca1が多い。移動形では／．8～2．6Ca1と変

異が大きいが争2．2～2．4Ca1が普通のように思われる紬

循僅形も0．8～／．9Ca1と変異の幅が大きいが，1．6～／．8

Ca1が多い。飲水形は／．6～2．3Ca1の範囲である軸

3　伐蓼1日当りの発生熱量

　体重／k91時間当りの発生熱量に，それぞれの行動

時間を乗じて，月別・個庫別に一括図示したのが第3図
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牧地へ移すとか，いずれかの策を考える必要がある、

　　　　　　　　摘　　　　　要

　黒毛和種成雌牛2頭（8才，10才）を／％5年5月下旬

から10月下旬の間，島根県三瓶山北の原原野に連続して

終日放牧し，毎月／回行動形を調べるとともにsPeaker

付きのbea触eterを2頭の放牧和牛に装着して間接的に

発生熱量（エネルギー消費量）を測定し，その季節によ

る変動を検討して大略つぎg結果を得た偲

　1）体重1k9／日当りの発生熱量は5月約28Ca1であ

ったが多以後徐々に高まり，6～9月の間は30Ca1を上

下したが夏季が最も高く，最高約34Ca1となった、10月

下旬には急激に低下して約19Caヱとなった。一般に従来

の測定値より低かったのは，供試牛の年令が高く．，長年

の放牧経験による慣れのためと考える、

　2）体重／kg／目当り採食に費すエネルギーは8月に

最も少なく9月に最も多く，一方，反すうに費すエネル

ギーは8月に最も多く撃10月に最も少なく雪次いで5月

が少なかった。夏季には採食が短時間であるが食い込み

が多く，10月下旬になると草量も少なく草質が悪化し，

採食量が少なくなると考えられる、休息・移動に費すエ

ネノレギーが夏季にとくに多かったが，採食・休息場所の

変更がかなり行なわれたことと，サシバエその他の害虫

の影響があったと考える、

　3）供試牛は5月から9月の問は順調に増庫したが，

10月になると体重の減少をきたした。上述のエネルギー

消費量の変化する状況と，草地の維持とを考えを合わせ

て。三瓶山周辺における原野放牧は6月上旬より始め

て，夏季も連続放牧し，おそくとも1σ月上旬に収牧する
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のが最も合理的であると考える、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s盟醜㎜駆y

　The　seasona1changes1n　e鵬rgy　expend工ture　of　gra刎皿g　cows　were　s加、d1ed　on　Sa触be　natwe

grass1鋤d独Sh1蛆狐e　Prefect岨e　from　May　to　October，／％5　Two　dry　Japanese　B1ack　B肥ed

cows，8　and．／0ye鉗s　o1d争were1ユsed　in批量s　s地dy．

　The　energy　expedniture　was　量nd虹ect五y　醐easured　by　the　beat＝meter　凹ethod．

　The　pr虹cipa1resuhs　obtained　we鵬as　fouows二

！・Da量1・heat…d・・申・…ki1・…皿・fb・d・甲・h・w…b…2巨C・L虹1…軌狐d
1t五ncre鍋ed　gradua1ユy独t111ate　su㎜唖er　The皿ax豆触u皿heat　pro曲ct1on（abo砒34Ca1）w鑓
r錫ched1n比e皿湿d1e　of　Au．g鵬t，and．thヱs　ya1鵬decreased　a11tt1e1n比e皿五d－d1e　of　Sep－
te㎜ber　Late1皿October，the　heat　prod－uct1on　decreased　to　an　abnor皿a11y1ow　ya1ue　of　about

20Caヱ　The　energy　expend－1亡ure　obta1鵬d1n出1s　expen㎜ent　was　so㎜ewhat1ower比an　our
data　a1蛇ad・y　reported一多Perhaps　because　the　cows　used1n　th1s　e夏pen㎜ent　were　rather　o1d．and一

珊ere　w’e11exper1enced1n　graz1ng

　2　The　rat1o　of醐㎜1natユon　e鵬rgy　to　graz1ng　energy　wasτhe虹ghest1n　Au．9螂st鋤d　the
且・w・・ti・二晦y・・dO・t・b・・一t・甲g9・・t・dth・t竜h・f…g・i・施k・w・・1班g・i・A・g囎t・・d
s皿au　in　lMay　and　October．

　3　Cows　ga1ned　body　we1ght　sat1sfacton1y　unt11Septe㎜ber撃but　1ost　the1r　we1ghts　五n
October　Cons1d・enng　the1oss1n　bod－y　we工g趾an－d　abnorma1decrement1n　energy　expend1地re
五n　October，a皿d　for曲e　conservat1on　of　grass五a－nd一，we　take　a　wew　that　the　most　des1rab1e

gr鋤虹g　Period　in　this　d－istrict　is　frρ皿ear1y　June　to　ear1y　October．
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